
東アジア言語文化講座 

 

 本講座では主に東アジア諸国の言語と文化の専門家養成を目指した実践的な授業を行っており、修了

生や博士号取得者の言語運用能力は高いものになっている。講義では専門分野における理論的側面を重

視した授業が行われ、演習では中国語や韓国語、ロシア語などの運用能力向上を目的にした授業が行わ

れる。博士論文の執筆のためには、論文の書き方やプレゼンテーションの方法の授業などの研究指導も

行われる。 

 このため本専攻の前期課程の修了生には産業界での翻訳や通訳などの専門職に就く人材を輩出して

いる。また博士号取得学生は教育界や産業界の分野で活躍しており、特に、外国人留学生で博士号取得

学生の多くは、自国の大学等の専門機関で教育の仕事に就いている。 

 

 

博士前期課程・コースツリー 

           【講義】          【演習】 

前期課程１年  現代中国語表現論 a,b     現代中国語表現論演習 a,b          進学 

        漢民族文化論 a,b           東アジア言語論演習 a,b   ⇒修士論文  

前期課程２年               韓国朝鮮語表現論演習 a,b             就職 

 

 

 

＋個別指導；構想発表（修士１年次）；中間発表（修士２年次） 

 

 

博士後期課程・コースツリー 

          【講義】         【演習】 

後期課程１年 

現代中国語表現論 a,b    現代中国語表現論演習 a,b 

後期課程２年  漢民族文化論 a,b       東アジア言語論演習 a,b    ⇒博士論文 

                               韓国朝鮮語表現論演習 a,b       就職（主に研究職） 

後期課程３年                                 

 

 

＋個別指導；資格審査会 

 

なお、博士後期課程では、査読付き研究誌への投稿を義務化している 

 

 


